
  

高等部 生活単元学習 学習指導案 
 
日 時  平成１８年１１月２１日（火） 

３・４校時（１０：３０～１２：１０） 
場 所  高等部２・３年教室 
指導者   

 
１ 単元名  いろいろな仕事を体験してみよう ～就業体験学習～ 

 
２ 単元の目標 

（１）様々な業種の仕事があることが分かり，その中で自分に向いている仕事や，将来やってみたい仕

事について体験をふまえて考えることができる。 
（２）様々な仕事の体験を通して，業種や職場に応じたルールやマナーがあることが分かり，それを守

ることの大切さを知る。 

（３）働く場で生かせる自分の長所や現在の課題に気付き，よりよく働こうとする意識をもつことがで

きる。 

 

３ 単元と生徒 

 本学習グループは高等部２年の女子２名と１年の男子１名，計３名で構成されている。３人とも学校

生活全般でリーダー的存在として活躍している生徒達であり，相手や場に応じた言葉づかいや態度を考

えながら人とかかわることができる。また，社会的関心や知識も高く，交通機関や公共の施設の利用等

もほぼ一人で行うことができる。作業学習等でも，仕事の丁寧さ，正確さ，根気強さ等で高まりが見ら

れ，働くことに対しての自信が深まってきており，いずれの生徒も高等部卒業後は事業所で働くことを

希望している。 

このうち２名の生徒は「調理師になりたい。」「人と接する仕事がしたい。」というように，卒業後に自

分が就きたい職業について希望をもっている。しかし，それぞれの希望は現時点では進路希望というよ

うよりは「あこがれ」のようなものであり，その職業に関する知識や情報は不十分である。また，その

職業に就くために自分はどうあれば良いのかという意識が十分に育っていないため，道具や自分の物の

管理がしっかりできない，人とのかかわり方が自分の感情本意になりやすい等の課題が見られる。残り

の１名は，「働きたい。」という希望はあるものの，まだ具体的にどんな職業に就きたいのか，明確な希

望をもてないでいる。 

 

これまで，生徒達の，主体的に進路を選択しようとする態度は，様々な職業に関する知識の蓄積を目

指した学習に加え，事業所等で行う現場実習を核に培われてきた。しかしながら，現状では現場実習は

年２回と機会が限られている。そこで，働くことや様々な職業について，身近にとらえられる就業体験

の機会を拡充することで，生徒達の主体的な進路選択につながる経験と思考が一層深まっていくと考え，

本単元を設定した。 

本単元において生徒達は，行政サービス，製造，清掃，販売の４つの業種の仕事を，公共施設や事業

所で体験する。複数の業種での仕事の体験を通して，それぞれの仕事の内容や職場のルール・マナーに

対する理解を深めながら，仕事の特性や自分の向き不向き等を比較する機会を得ることができる。こう

した向き不向きに気づくことは，仕事をする上での自己理解や目標意識を喚起し，ひいては主体的な進

路選択をしていこうとする態度を養っていく。また，実習とは異なり，１週間に２回（２事業所），各２

時間ずつという短時間の就業体験であるため，生徒達の緊張や疲労が少なく，「職場の中で時間いっぱい

集中して仕事ができた」という意識と経験の強化を図ることができる。そして，生徒達の体験について

は学校に戻ると即時的に振り返ることができるほか，体験を通して見られた生徒の課題や高まりを作業

学習やその他の教科等でフィードバックしたり補ったりすることができる。このほかにも，複数の生徒

が同じ職場で就業体験を行うことで，互いに高め合いながら，働く面白さや大変さ，気付きを共感・共

有できる。 

 

 



  

 支援にあたっては以下の点に留意する。 
＜就業体験＞ 
・生徒一人一人の得意なことや特性についてあらかじめ事業所等に伝え，適度な難易度でかつ体験を通

して上達が期待できる作業を提供していただくようにする。 
・作業の仕方がなかなか分からなかったり，失敗が見られたりした場合は，すぐに作業を止め，手を添

えてやり方を確認したり，手本を示したり，場合によっては作業内容を代えてもらうなどし，失敗経

験やつまずきが強化されないようにする。 
・必要に応じて，工程表や作業ポイント，心構えを記したカード等を作成し，作業中に携帯・参照でき

るようにする。 
・教師も生徒同様，職場に応じた服装になり，適宜一緒に作業をしながら仕事を覚えていく上での態度

の手本となるようにする。 
・職場で学んだ仕事のポイントや手順等で，作業学習やそうじ活動，その他の場面で同様にできるもの

があれば学校の中でも積極的に取り入れ，経験の般化を図る。 
 
＜校内での学習＞ 
・生徒の考えや発言は肯定的に受け止め，良い点も課題となる点も現在のありのままの自分として受け

止めることができるようにする。 
・自分のことだけでなく，友達の良さや課題について目を向け合い，互いに高め合っていく雰囲気がで

きるようにする。 
・生徒達が自分の経験や考えを筋道立てて整理できるよう，ワークシートの内容や項目を十分に検討す

る。 
・生徒達の興味・関心を高めるとともに，就業体験のオリエンテーションや振り返りがより効果的に行

えるよう，視聴覚機器の使い方を工夫する。 
 
４ 指導計画 （総時数 ７８時間） 

小単元名 主 な 学 習 内 容 時数 
いろいろな仕事・業種につい

て調べよう 
・自分達が知っている様々な職業を業種ごとに分類をする。 
・興味がある職業や業種について，その仕事内容を調べる。 ５ 

就業体験学習をする職場につ

いて知ろうⅠ 

・○○○○文化会館，図書館，○○刷毛製造，の仕事の内容と，体験が予定さ

れている仕事のポイントを確認する。 
・仕事の内容に応じて，自分達がどのような態度を心がければ良いのか考える。 

４ 

チャレンジ就業体験学習Ⅰ ・○○文化会館，図書館，○○刷毛製造での就業体験学習 ２４ 

働く自分の姿を振り返ろうⅠ 
～就業体験学習編～ 

・就業体験学習でがんばったことや，自分の課題となったことについて考える。 
・体験を通して気づいた，各業種の仕事で大切なことについて話し合う。 ３ 

就業体験学習をする職場につ

いて知ろうⅡ 

・○○ビル管理，○○の仕事の内容と，体験が予定されている仕事のポイント

を「チャレンジ就業体験学習Ⅰ」の経験をふまえて確認する。 
・仕事の内容に応じて，自分達がどのような態度を心がければ良いのか考える。 

４ 

チャレンジ就業体験学習Ⅱ ・○○ビル管理，○○での就業体験学習 ２０ 
働く自分の姿を振り返ろうⅡ 
～就業体験学習編～ 

・就業体験学習でがんばったことや，自分の課題となったことについて考える。 
・体験を通して気づいた，各業種の仕事で大切なことについて話し合う。 ３ 

働く自分をアピールしよう ・就業体験学習全体を簡単に振り返る。 
・実習先の方々に向け，自分のセールスポイントをアピールするカードを作る。 

２ 
（本時） 

現場実習をがんばろう 
 

・現場実習での心構えや作業内容の確認をする。 
・実習での自分の目標を立てる。 ８ 

働く自分の姿を振り返ろう 
～現場実習編～ 

・現場実習でがんばったことや，自分の課題となったことについて考える。 
・就業体験学習と現場実習を通しての自分や友達の成長について話し合う。 ５ 

 

 



  

５ 単元における生徒の実態 

氏名（性別） 単元における主な実態 単元を通して目指したい姿 

Ｃ 
 
 

・様々な職種や業種の違いについてある程度知識

があり，卒業後に自分が就きたい職業について

も目標意識をもっている。 
・現場実習等は未経験であるが，生活している施

設で行っている係の仕事の経験や，自分が得意

なことを過信し，未経験のことでも「簡単にで

きる。」と考えがちである。 

・行政サービス，製造，清掃・販

売の業種の仕事内容について，

体験を通して理解を深める。 

・実際の職場で仕事をすることに

慣れる。 

・自分の課題に体験を通して向き

合い，改善を図りながら職場で

の成功経験と自信を深める。 

Ｂ 
 

・自分の生活にかかわりがある職業については簡

単に理解できている。また，将来自分がなりた

い仕事について漠然ながらもイメージしたり，

話題にしたりできるようになってきた。 
・疲れや不満などが表情や態度に表れやすく，そ

のことが働く上でも課題になることを自覚して

おり，改めていこうと心がけている様子が見ら

れる。 

・様々な業種の仕事があること

や，それらのおおよそ仕事内容

を理解し，自分の進路を考えて

いく上で役立てようとする。 
・自分の長所や課題が分かり，職

場での成功経験と自信を深め

ることができる。 

・笑顔を心がけ，職場の人とより

よくかかわることができる。 

Ａ 
 

・知識として様々な職業について広く理解できて

いるものの，職業名と仕事内容が一致していな

いものもある。働くことも含め，卒業後の自分

の生活に対する希望やイメージが希薄である。 
・作業学習や現場実習等，働く学習の場では気持

ちをしっかりと切り換え，けじめある態度をと

とることができる。責任感や向上心が強く，自

分に与えられた仕事は最後までていねいに行お

うとする。 

・様々な業種の仕事があること

や，それらのおおよその仕事内

容を理解し，自分の進路を考え

ていく上で役立てようとする。 
・自分の長所や課題が分かり，職

場での成功経験と自信を深め

ることができる。 

 

 
６ 本時の計画 

（１）本時の目標 
 ・就業体験学習での自分のがんばりや課題を整理し，現場実習に生かそうとすることができる。 
 ・自分の良さを発揮して，実習先の人々とより良くかかわろうとする意識をもつ。 
 
（２）個別の目標 

氏 名 目         標 

Ｃ 

・就業体験学習のがんばりや課題について，「なぜ良かったのか」「なぜできなかった

のか。」という原因についても考えることができる。 
・実習先の人に好感をもってもらうためにはどうあれば良いのか，自分なりに考える

ことができる。 

Ｂ 

・就業体験の経験の中で，どの仕事の経験が実習に活かすことができるのか考えるこ

とができる。 
・実習先の人に好感をもってもらうためにはどうあれば良いのか，自分なりに考える

ことができる。 

Ａ 
・就業体験学習の経験をふまえて，現場実習への意欲や目標意識を高めることができ

る。 
・前回の実習で自分が気をつけたことを，友達にアドバイスすることができる。 

 
 



  

（３）学習過程 
時間 学習活動 支 援 上 の 留 意 点 準備物 

Ｃ Ｂ Ａ  
５ 
 
 
 
 
 
 
 
15 
 
 
 
 
 
15 
 
 
15 
 
 
 
 
10 
 
 
15 
 
 
10 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
５ 

あいさつする。 

 
本時の活動の確

認をする。 

 
 
「はたらくわた

しアピールカー

ド」を作る。 

 
・卒業後にした

い仕事につい

て考える。 
 
・就業体験学習

のベストショ

ットを選ぶ。 
・就業体験学習

等で自信がつ

いた仕事（得

意な仕事）を

考える。 
・自分の長所を

考える。 
 
・友達の長所を

考える。 
 
・自分の趣味や

実習先の人と

話題にしたい

こ と を 考 え

る。 
・「はたらくわた

しのマニフェ

スト」を考え

る。 
 
 
本時のまとめを

する。 

あいさつする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
スクリー

ン 
プロジェ

クター 
パソコン 
ワークシ

ート 
 
 
写真プリ

ント 
はさみ 
のり 
 
 
メモ帳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（４）評 価 
教師：はたらくわたしアピールカードとその項目は，実習への目的意識を喚起する上で適切であったか。 
生徒：就業体験学習での自分のがんばりや課題をまとめることができたか。 

それぞれの生徒の実習先を確認し，就業体験学習で高まった自分たちの力を実習

先の人たちにも知ってもらえるようにアピールすることを提案することで，雰囲

気を盛り上げ，学習に対する意欲を喚起できるようにする。 
。 

スクリーンにアピールカードの記入例等を映し出し，自分のアピールポ

イントを作成していく上での参考にできるようにする。 

業種名や「～をする仕事」というよう挙げ方で

も良いことにする。 
他の二人の参考になるよ

う，より具体的な挙げ方

を促す。 

教師も各生徒がよく写っている写真をいくつかピックアップし，その写

真に写っている状況や作業のポイント，道具の名前について発問し，就

業体験学習の経験をみんなで一緒に振り返れるようにする。 

 

必要に応じて教師が良

かった点をいくつか挙

げ，その中からの選択

を促す。また，箇条書

きでも良いことにす

る。 

自分のメモ帳や以前の

ワークシートも参考に

するよう促す。参考に

できる事柄を自分で見

つけた場合は大いに称

賛する。 

得意な仕事や長所をた

くさん挙げた場合は，

特に自信があることに

絞るよう促す。課題点

もおさえ目標設定に活

かせるようにする。 

就業体験学習に限らず学校生活全般を通して，友達の良い点を探すよう

にする。挙げられた点についてだけでなく，それを挙げた生徒の気付き

についても大いに称賛する。 

前回の実習の休憩時間に職場の人とどのようにかか

わっていたのかを一緒に振り返る。また，状況を見

てＡの経験からのＢへのアドバイスを引き出すよう

にする。 

伝える相手のことを考

え，高校生らしい趣味

や話題を挙げるよう促

す。 

就業体験学習での経験をふまえ，メモ帳や以前のワークシートを参考に

しながら，自分の課題となった部分を克服し，実習の目標につながるよ

うなキーワードを引き出す。ただし，実習先の業種をしっかりとおさえ

るようにする。 

アピールカードを活用することで，実習先の人々に自分たちの良さを理

解してもらえるとともに，より早く実習先の人々と仲良くなれることが

期待できることを告げる。 


